
 
イタリア食科学大学研修について 

政策推進部里海推進室 
１．目的 
  今回の研修は、イタリア食科学大学の学生が「日本に古来から育まれてきた人間と

自然との関わり（里海里山）と持続可能な地域食文化」を学ぶ事などを目的に実施さ

れるもので、同時に市内のさまざまな食の関係者と交流する中で、地域の食に対する

新たな価値観を見いだし、それを活用した活性化につなげていく地域の人材を育成に

つながることを期待するものです。 
 

２．参加者 
   イタリア食科学大学 教員１名・学生１５名（女性８名・男性７名） 
   通訳 １名  アテンド GENスタッフ ２（３）名   合計１９（２０）名 
 
３．志摩市での詳細テーマ 
   ①イセエビ生産現場 ・・・和具海老網同盟会 
   ②イセエビ料理 ・・・・・志摩観光ホテル 
   ③鰹節加工技術・・・・・・まるてん有限会社 
 
４．想定スケジュール 
２月５日（月） 

   ８：３０ 明和町宿舎出発（志摩市バス） 
  １０：００ 志摩観光ホテルでサミットに関する展示の見学とシェフとの懇談 
  １２：３０ 昼食・賢島散策 （サミエール、円山公園など） 

１４：５０ 和具移動 マリンレジャー定期船（１４：５０発 → １５：１５着） 
       ※荒天時は陸路移動 

  １５：３０ 三重外湾漁協 和具事業所で和具伊勢海老同盟会と懇談 
  １７：３０ 宿舎へ移動（大王町波切 TOBIユースホステル） 
  １８：３０ 交流会 

地域の食材を持ち寄って試食などを行い、関係者と意見交換を行う。 
  ２０：３０ 終了 
 
 ２月６日（火） 
   ７：００ 朝食 
   ８：００ 波切漁港へ移動（志摩市バス） 

波切まち歩き・まるてん有限会社で鰹節工場を見学。 
  １０：３０ 波切発 
  １１：３０ 鳥羽佐田浜港 到着 
  １１：５０ 佐田浜発 答志島へ移動（鳥羽市営定期船） 
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